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Ｉ．はじめに


私は「ＥＳＤの理念を踏まえて日本の学校教育の変革を進めたい」という強い思いをもって、日本ＥＳＤ学会に参加し、活動を進めてきた。この間、会員諸兄のご尽力や教育関係者のお力添えをいただき、学習指導要領前文に「持続可能な社会の創り手」の育成が掲げられるとともに、ＳＤＧｓの普及が追い風になり、各校種で「質の高い教育」の実現を求めて、ＥＳＤに注目が集まっている。


全国に広がるＥＳＤの推進拠点・ユネスコスクールも含め、各学校・各教育委員会における教育の改革は、内部の方々の努力により実現するしかないが、その実践者、伴走者、あるいは指導者として本学会会員の果たすべき役割は重要である。今回はＥＳＤ指導者として私が学校現場に向けて伝えていることを共有していただくとともに、諸兄からのご指導・ご助言をいただきたい。





Ⅱ．学校現場に伝えていること


（１）激変する世界で求められている教育と日本の現状


「ＥＳⅮ for 2030」として、ＳＤＧｓの達成のためにＥＳＤが果たすべき役割が重要であることや、それを踏まえて日本の教育にも変革が求められていること


（２）学習指導要領におけるＥＳＤの推進


学習指導要領に前文がついたこと、そこに示されていることは、ＥＳＤの推進であり、そして、総則に示されているのは以下の3点である。


学校教育目標（それに基づく教育課程）の見直しをすること


教科等横断的な指導を工夫することにより、教育活動の質の向上を図っていくこと（カリキュラム・マネジメント）


主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善をすること


（３）上記①～③を実現するための具体的な手だての紹介やワークショップによる意識改革


①　「教育課程チェックリスト」の紹介と実例の提示、各校のチェックリストを持ち寄り相互に評価し合うワークショップの実施例等


②　教科等横断的な指導計画例（ＥＳＤカレンダー）の紹介、あるいは全教科の単元一覧をもとにしたＥＳＤカレンダー作成のワークショップの実施や、ＥＳＤストーリーマップの紹介・作成等を行う。また各学年で実践した単元名を元にＳＤＧｓ実践計画表を作成する方法の例示


③　管理職も含め教員に、自分自身の学習経験を振り返らせ、主体的な学習をほとんど経験したことが無かったという自覚をもたせる。それが授業改善への出発点になる。また、従来、主体的な学習と思って指導してきた「調べ学習」が、実は子ども自身の「調べたい」「この問題の解決を図ることは重要だ」という問題意識の無いままに行われていた「調べさせ」学習だったことに気づかせる。そのことを踏まえて、学習問題明確化の過程についてモデルを示す。また、実際の指導ではどのように進めたらうまく問題意識が生まれ、学習問題ができるのか、「問題となる事実に気づく」段階や「子どもの学びに火をつける」段階の進め方をグループで相談しながら工夫するといったワークショップを行う。





Ⅲ．プレゼンデータ等の提供と共有


「ＥＳＤの理念を踏まえて日本中の学校教育の変革を実現する」には、日本ＥＳＤ学会の会員の皆様が様々な立場から現場を本音で指導し、一人ひとりの教員の意識を変えていくしかない。そこには安易なモデルなど無いように思われる。だからこそ、使えるものはできる限り共有し合い、互いに学び合うようにしたい。持続不可能な社会の広がりを前に、多くの皆様との連携を一層大切にしていきたい。�HYPERLINK "https://www.esd-tejima.com/"��ESD,SDGsを推進する手島利夫の研究室 (esd-tejima.com)�　 �HYPERLINK "https://www.esd-tejima.com/"�https://www.esd-tejima.com/�　ＨＰ上から様々なコンテンツのご利用をお願いしたい。

















